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ギリシャ 中世 ルネッサンス

ササラ型文化

丸山眞男
日本の思想

1961



Hygiene（衛生学）の黎明
• コレラ

(1) 1854年：ジョン・スノーがロンドンで流行したコレラの原因を給水栓と特定。

(2) 1849～1892年：マックス・ペッテンコーファーが上下水道分離の重要性研究。

• 洗浄と消毒の重要性
(1) お産時の医療器具や手の洗浄や消毒の重要性を実証（1948～1958年頃）。

基本的にはPublic heath(公衆衛生)の研究
⇒つまり、欧米ではほぼHygiene=Public healthとして進歩 3



Microbiology（微生物学）の勃興

• 1876年自ら開発した寒天分離培養法により炭疽の病因を特定。

• 1882年結核菌、 1884年コレラ菌を発見・再発見。

• 1885ｰ1892年、北里柴三郎が留学。
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日欧の歴史比較
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鎖国 (1639-1854)

日本

北里(1853-1931) 

青山(1859-1917) 

秦(1873-1938) 
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ギリシャ 中世 ルネッサンス

ササラ型文化
西洋

大正 平成 令和

明治 昭和

明治維新

個別の専門領域として持ち帰った。
丸山 眞男 ⇒ タコツボ化しやすい。 5



微生物学／感染症医学関係学会（日本）

19801890 20202000 201019901900 1910 1920 1930 1940 1960 19701950

ウイルス 1953

医真菌 1956
化学療法 1953

結核病 1923

細菌 1927
感染症 1926

寄生虫 1929

ゲノム微生物 2007
HTLV-I 2013

環境感染 1986
マイコプラズマ 1982

外科感染症 1988

小児感染症 1987
エイズ 1987

性感染症 1988
臨床微生物 1990

学会もタコツボ状態だった。

明治(1868-1912) 大正 昭和(1926-1989) 平成(1989-2019) 令和
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Public healthに対する日欧差

日本では、 感染症をPublic healthの枠組みで捉える伝統が育たなかった

1950年代に疾病構造の大変化

212019

Hygiene/Public health

Microbiology

炭疽菌の発見

世紀

公衆衛生学

細菌学/微生物学

1947年：日本公衆衛生学会設立
1947年：東大医学部に公衆衛生学講座設置
1991年：日本疫学会設立

西洋

日本
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シーケンス技術

サンガー法 パイロシーケンス

ゲル電気泳動 キャピラリー電気泳動

3-5 Gb/hour!
102s b/day 104s b/day

クルタ計算機

1948
Genetics

1984

マッキントッシュ

手動

現在

スパコン

超高速

ヒトゲノムプロジェクト

1990 - 2003

自動化

1995

DNA：遺伝物質→情報伝達物質

DNA: 情報

遺伝物質

単純な要素
単純な構造DNA

Warp speed で開発されたもの

1940～1950年代の研究
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DNA塩基配列解読法とヒトゲノム計画

Sanger

20151980 20051975 20201985 1995 2000 2010 20251990

パイロシーケンス法
454 LS

1977

Gilbert

1986

ABI370
自動シーケンサ

1996

ABI310
第1代キャピラリ

シーケンサ

1993

Nyrén et al.

ロシュ

2003 2007

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025

ハイスループット
(高生産)技術

1998 ソレクサ イルミナ

1990開始 2003完了

ヒトゲノム計画

次世代シ－ケンス

ゲノム解析の高速化、コスト低下
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JST CRDS『新型コロナウイルス感染症に関する世界の注目すべき研究開発動向』を改変

日本の医療研究開発はAMEDにおいて一元的に実施

予防環境・
人の支援

技術

多様な病原性微生物を対象とした理解の深化
（ウイルス等侵入・複製、変異・進化における生体分子の役割）

（微生物学、ウイルス学、遺伝学、構造生物学、合成生物学・・・）

創薬研究 ワクチン研究
検査・診断技術

研究

正常と感染における
生体分子・細胞ネットワーク作動メカニズムの解明

（免疫、代謝、システムバイオ・・・）

検査・予防（ワクチン）・治療法の基盤技術
（バイオナノテク、ケミカルバイオ、バイオマテリアル・センサ、ICT、モデル動物・・・）

研究環境の自動化
（AI・ロボティクス）

ポスト５G
通信

殺菌（ウイルス不活化）
空気清浄、環境計測

感染動向や
人の情報

把握・予測、
行動変容
基盤技術
（AI・ビッグ

データ、モデ
リング・シミュ
レーション）

公衆衛生・
疫学研究

医療現場など
ロボット

遠隔医療
ICT

下記に□で例示した領
域群は、材料、デバイス、
情報システムなど基礎科
学から工学まで広い分
野が関連

生体ネットワークや侵入機構解明のための革新的技術（計測、操作、解析）

臨床医学
臨床
（社会）

前臨床

応用

基礎

JST: Plan B

AMED: Plan A

JST CRDS 新興感染症関連研究俯瞰
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タコツボは壊しましょう。
連携
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https://www.jst.go.jp/kisoken/boshuu/teian/top/ryoiki/ryoiki_corona.html

物理

数学／AI

バイオセンシング 有機化学／計算科学

ゲノム

ロボット工学

情報

Plan B JST CRESTコロナ基盤
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①物理学
粒子・サブ粒子

レベルのウイルス
感染解析③バイオセンシング

デバイス・検出・解析・
遠隔診断・タッチレス化

②有機化学&
計算科学

構造生物学・
創薬

⑥数学・人工知能
バイオマーカー・検査・
画像診断・国際連携

⑦大量自動検査機器
ロボット・ハイスループット
大量自動核酸診断機器

④ゲノム
宿主・病原体ペアゲノム

Data sharing
国際連携

⑧情報科学・
社会システム科学
5ブロック構想の提案・

国内外感染症情報・国際連携
国内検体・情報ロジスティクス

《検体関係（登録、輸送、LIMS、検査
結果等）と患者関係（HER-SYS）を連
結・統括する情報システムの構築》/

５G/IoT遠隔操作等

応用科学(Applied science)

独創的科学(Original science) 感染症危機に強い社会の構築

感染症危機に際して
社会・経済への影響を

最小化する
革新的な技術基盤創出

新たな
パンデミック

多様な分野からなる研究チームを結成し、独創的な科学技術の開拓と成果の創出及びCOVID-19
で弱点や不足が露呈したシステムの弱点を応用科学や国際連携で改善する。

⑤COVID-19対応病院
とゲノム研究者を

備えた研究機関連携
Data/Sample sharing・

ELSI・PPI

危機管理
対応

ブロック
構想
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本領域の募集について

 研究期間は3年2ヶ月以内（2024年3月末まで）

 研究費（直接経費）は原則として上限1.5億円

 採択課題数は10件程度

• 物理、数学、工学、有機化学、情報・システム科学、ウイルス学、ゲノム科学等、異分野の
研究者が集まり、COVID-19への対応を研究する。

• 個別課題の異分野性・個性を重視しつつ、研究領域全体として異分野性を発揮できること。

• 各申請領域において科学的な優位性を持つこと。

• 約1年間の日本のCOVID-19対応から見えてきたパンデミック対応の脆弱性、不足部分に
対して、科学技術の面から対応しようとする提案については、要素技術の先端性・優位性
以上に目的を重視し、COVID-19対応、あるいは将来のパンデミック対応に向けた必要性
に焦点をあてた提案を高く評価する。

採択にかかる研究総括の方針
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募集・選考スケジュール

8月27日：募集予告

9月29日～10月27日：募集

11月2日：選考方針検討会

12月4日：書類選考会

12月17日・20日：面接選考会

2月1日：研究開始

応募件数 150件

面接対象 21件

採択候補 10件
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領域アドバイザー及び外部評価者
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研究提案の課題例別応募・採択状況

※JST事務局にて分類したもの。
※複数カテゴリーに該当する課題は複数カウント。
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【有田】超高感度ウイルス計測に

基づく感染症対策データ基盤

CREST コロナ基盤研究

【井元】先端ゲノム解析と人工

知能によるコロナ制圧研究

【川上】Preclinical送別化に基づく新たな

データ駆動感染症制御戦略の創出

【片山】新素材による環境中のウイルス

検出・除去技術の創出

【永井】感染症を在宅で簡易

診断する技術基盤の開発

【千田】GTP代謝制御による

ウイルス複製阻害技術の開発

【津本】Antibody-Based Molecular Design

に基づくウイルスの機能制御技術
及びセンシング技術の開発

【坪倉】スパコンによる統合的

飛沫感染リスク評価
システムの開発と社会実装

【野田】オルガノイドを用いた

呼吸器チップの開発と
ウイルス病態解析への応用

【神野】ウイルス変異を考慮した

大量自動検査システムの研究 社会実装

ヒト・ウイルスゲノム

モデル

下水ウイルス制御

社会実装

無症状感染者

ウイルスゲノム

異分野連携

ウイルス制御
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